
69 土地改良　285号

１
．
は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
社
会
資
本
が
集

中
的
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
は
、
建
設

後
既
に
30
～
50
年
の
期
間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
急
速
に
老
朽
化
が
進
行
す
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
農
業
水
利
施
設
で
は
、
構
築
後
長
期
間
経

過
し
た
水
路
構
造
物
が
多
く
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
水
路
構
造
物
の
改
築
、
表
面
被
覆
等
維

持
・
管
理
事
業
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、

比
較
的
安
価
・
短
期
間
で
実
施
で
き
る
表
面
被
覆
に
よ

る
補
修
の
需
要
は
高
い
。農
業
水
路
の
被
覆
補
修
で
は
、

補
修
厚
が
薄
く
（
５
～
10
㎜
）、
特
に
、
乾
燥
収
縮
に

よ
る
ひ
び
割
れ
発
生
お
よ
び
摩
耗
に
よ
る
機
能
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
左
官

仕
上
げ
が
可
能
な
ポ
リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
に
特

殊
混
和
材
料
お
よ
び
ガ
ラ
ス
繊
維
を
混
入
し
て
、
収
縮

性
、
ひ
び
割
れ
抵
抗
性
お
よ
び
摩
耗
性
を
向
上
さ
せ
た

エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
を
㈱
コ
ン
ケ
ム
と
共
同
で
開
発
し
た
。

２
．
要
求
性
能

エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
は
、
左
官
仕
上
げ
が
可
能
な
ポ
リ

マ
ー
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
を
目
標
と
し
た
。そ
の
た
め
、

低
収
縮
性
お
よ
び
耐
摩
耗
性
の
み
で
は
な
く
、
鉛
直
面

で
も
ダ
レ
る
こ
と
な
く
施
工
が
可
能
で
あ
る
性
状
が
要

求
さ
れ
る
。
要
求
性
能
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

農
林
水
産
省
が
示
し
て
い
る
20
年
間
効
果
を
期
待
す
る

表
面
被
覆
材
へ
の
要
求
性
能
を
参
考
と
し
て
設
定
し
た
。

要
求
性
能
を
表
︱
１
に
示
す
。

要
求
性
能
を
達
成
す
る
た
め
に
、
普
通
セ
メ
ン
ト
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
粉
末
ア
ク
リ
ル
樹
脂
、
膨
張
材
、
収

縮
低
減
剤
、
減
水
剤
、
ガ
ラ
ス
繊
維
等
の
配
合
を
調
整

し
て
室
内
試
験
を
実
施
し
た
。

３
．
室
内
試
験

当
社
技
術
研
究
所
に
お
い
て
、
目
標
性
能
を
満
足
す

る
た
め
の
配
合
試
験
を
実
施
し
た
。

各
材
料
の
比
率
を
全
て
試
験
で
設
定
す
る
こ
と
は
、

非
効
率
で
あ
る
た
め
、
既
往
の
文
献
等
か
ら
概
ね
目
標

を
満
足
し
そ
う
な
水
セ
メ
ン
ト
比
、
セ
メ
ン
ト
砂
比
お

よ
び
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
比
率
等
を
設
定
し
た
。
要
求
性

能
の
中
で
特
に
満
足
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
も
の
は

長
さ
変
化
率
で
あ
る
と
の
想
定
の
も
と
、
収
縮
の
低
減

に
効
果
が
期
待
で
き
る
膨
張
材
、
収
縮
低
減
剤
を
変
化

さ
せ
て
、
フ
ロ
ー
値
、
長
さ
変
化
率
、
圧
縮
強
度
等
の

測
定
を
行
っ
た
。

表―１　要求性能

項 目 目標値 試験方法

フロー値  130m±10mm JISA 5201 
圧縮強度  21N/mm2 以上 JSCE-K561 
長さ変化率 0.05%以下 JIS  A 1129 

中性化深さ 5mm 以下
JIS A 1153 
(4 週間) 

付着強度

標準、多湿、低温

JSCE-K561 1.5N/mm2 以上

水中、乾湿、温冷

1.0N/mm2 以上

耐摩耗性  1.5 以下 水砂噴流摩耗

粗度係数  0.015 以下 水路模型試験

耐凍害性  85%以上
JIS A 1148 
(300 ｻｲｸﾙ)  
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試
験
状
況
を
写
真
︱
１
お
よ
び
２
に
示
す
。

膨
張
材
お
よ
び
収
縮
低
減
剤
の
添
加
率
と
収
縮
抑
制

効
果
、
お
よ
び
圧
縮
強
度
へ
の
影
響
を
確
認
し
た
。
膨

張
材
お
よ
び
収
縮
低
減
剤
の
添
加
量
と
収
縮
低
減
効

果
、圧
縮
強
度
へ
の
影
響
を
図
︱
１
お
よ
び
２
に
示
す
。

な
お
、
図
中
の
添
加
量
比
、
収
縮
低
減
比
、
圧
縮
強
度

比
は
、
基
準
添
加
率
の
値
を
１
と
し
た
場
合
の
比
率
で

表
現
し
た
。

絶
対
的
な
添
加
量
は
異
な
る
が
、
膨
張
材
に
比
べ
て

収
縮
低
減
剤
の
方
が
収
縮
の
低
減
効
果
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
る
。
し
か
し
、
収
縮
低
減
剤
は
圧
縮
強
度
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

収
縮
低
減
剤
は
比
較
的
高
コ
ス
ト
な
た
め
、
収
縮
低

減
剤
の
み
で
収
縮
を
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
膨
張
材
と

の
併
用
で
収
縮
を
目
標
範
囲
に
抑
え
る
よ
う
な
配
合
設

計
を
行
っ
た
。

４
．
公
的
試
験

補
修
用
モ
ル
タ
ル
と
し
て
一
般
的
に
使
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
試
験
で
性
能
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
般
的
な
性
能
に
関
し

て
は
㈳
建
築
研
究
振
興
協
会
、耐
摩
耗
性
は
島
根
大
学
、

粗
度
係
数
は
北
海
道
大
学
に
試
験
を
委
託
し
た
。
そ
の

結
果
を
表
︱
２
に
示
す
。

水
砂
噴
流
摩
耗
試
験
は
水
路
等
の
摩
耗
現
象
を
模
擬

し
て
お
り
、
図
︱
３
に
示
す
よ
う
な
６
角
形
の
ド
ラ
ム

に
供
試
体
を
設
置
し
て
10
時
間
水
砂
を
噴
射
す
る
。
そ

の
摩
耗
量
を
島
根
大
学
が
作
製
し
た
供
試
体
の
摩
耗
量

を
１
と
し
た
場
合
の
比
率
で
表
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
補
修
面
の
平
滑
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
水

路
模
型
（
Ｗ
２
０
０
㎜
×
Ｈ
４
０
０
㎜
×
Ｌ
５
０
０
０

㎜
）
を
使
用
し
て
粗
度
係
数
の
測
定
を
行
っ
た
。

水
路
模
型
に
よ
る
流
水
試
験
状
況
を
写
真
︱
３
に
示

す
。

写真―１　フロー試験

写真―２　長さ変化率試験

図―３　水砂噴流摩耗試験

150mm 
エ イ ド モ ル

タル①～⑤ 

島大作製 JIS

モルタル 

材齢 1500 日 

表―２　公的試験結果

項 目 結 果

フロー値 130 mm 
圧縮強度 41.7  N/mm2

長さ変化率 0.036 % 
中性化深さ 4.5mm 

付着強度

標準 2.1 N/mm2

多湿 2.2 N/mm2

低温 2.2 N/mm2

水中 2.2 N/mm2

乾湿 2.9 N/mm2

温冷 2.0 N/mm2

耐摩耗性 0.92 
粗度係数 0.0094 
凍結融解 88% 

図―１　混和剤添加量と収縮量の関係
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図―２　混和剤添加量と圧縮強度の関係
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５
．
エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
の
標
準
仕
様

今
回
開
発
し
た
エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
の
標
準
仕
様
を
表

︱
３
に
示
す
。

プ
ラ
イ
マ
ー
は
エ
イ
ド
プ
ラ
イ
マ
ー
を
使
用
す
る
。

エ
イ
ド
プ
ラ
イ
マ
ー
は
、
３
倍
希
釈
し
て
２
４
０
ｇ
／

㎡
塗
布
し
て
、
プ
ラ
イ
マ
ー
施
工
後
30
分
程
度
経
過
し

た
後
の
モ
ル
タ
ル
塗
布
を
基
本
と
し
て
い
る
。

６
．
施
工
手
順

エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
の
用
水
路
で
の
施
工
方
法
を
次
に

示
す
。
併
せ
て
、
施
工
後
３
年
間
経
過
し
た
後
の
水
路

の
状
況
を
示
す
。
表
面
に
汚
れ
が
付
着
し
て
い
る
も
の

の
、
ひ
び
割
れ
の
発
生
も
見
ら
れ
ず
良
好
な
状
況
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

７
．
お
わ
り
に

エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
は
、
収
縮
性
、
摩
耗
性
に
優
れ
た

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
材
料
と
し
て
配
合
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
エ
イ
ド
モ
ル
タ
ル
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
体
の

補
修
材
料
、
特
に
用
水
路
補
修
材
料
と
し
て
㈱
コ
ン
ケ

ム
で
製
造
・
販
売
す
る
。

（
西
松
建
設
㈱　

技
術
研
究
所　

主
席
研
究
員
）

写真―３　粗度係数試験状況

エイドモルタル 

表―３　エイドモルタルの標準仕様

荷　姿

25kg/袋

適用下地

コンクリート

標準水量

清水 3ℓ

練上がり量

13ℓ/袋

備　考

プライマー使用

写真―４　エイドモルタル

写真―６　施工３年後の確認状況

施工範囲 

①高圧洗浄
高圧洗浄機（30MPa程度）を用
いて、水路の不良部を除去。

②プライマー施工
（エイドプライマー）
躯体との一体性確保のためプラ
イマーを施工。

③下地塗り
（エイドモルタル）
下地の不陸にすりこむように
施工。

④上塗り
（エイドモルタル）
所定の厚みまで上塗り、仕上げ。
（一度に厚塗りすると付着が確
保できない可能性がある）

写真―５　施工手順


